
　

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

3

2 2

将来目標

31

「実績」
縮小図る

(2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

29

単位

施策数

回

目標値 28

実 績

6

H28目標値

3 5

Ｈ 26 Ｈ 27

8,770

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

平成２３年９月に「みどりの基本計画」を策定した。

①　「みどりの基本計画」に基づく施策の実施及び検討
②　施策の実施状況の取りまとめ
③　みどりの審議会及びゼネラルマネージャー幹事会への施策の実施状況の報告・進行管理
④　施策の実施状況の公表
※なお、重点プロジェクトについては毎年度、計画全体については中間年度（H26）及び目標年次（H30）に施策の実施状況を公表する。

基本
方針

442

0 0 0

00

9,009

0

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.40

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

2998-9373
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

都市緑地法、ふるさと所沢のみどりを守り育てる条
例

部課コード 090400 ℡

法定受託＋附加

事業コード
みどりの基本計画推進事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

090401

①事務事業名

終了年度　　　平成 年度

みどり自然課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 計画･庶務Ｇ

里山保全地域等指定整備事業、緑地管理整備推進事業、みどりのパートナー推進事業

■ □ □

年度

31

→

事業の種別

みどりの保全・公園の整備節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 所沢市みどりの基本計画

「所沢市緑の基本計画」は、平成10年に本市の緑とオープンスペースに係る総合的な長期計画として策定され、緑地保全、緑化推進及び公園整
備等に係る施策推進の原動力となっている。近年、関係法令等の改正や社会・経済情勢、さらには緑に関する市民ニーズの多様化など本市のみ
どりを取り巻く状況が大きく変化していることに鑑み、自然環境の保全や生物多様性の確保等新たな視点を加味した「みどりの基本計画」を平成
２３年９月に改定した。

総合計画の体系 章 環境・自然 自然豊かなみどりの保全

施策

施策

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

715

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

「みどりの基本計画」に掲げる重点プロジェクトの施策 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

「みどりの基本計画」の将来像を実現するため、各施策を着実に推進するとともに、定期的な進行管理を行う。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

31

9,009

人） （

0.90人 7,794

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

8,770

一般財源

平成 26 年度

（

28

0.10

454

（ 0.00

27 年度平成

8,285

（千円） 年度 （千円）

442

485 1,215

（千円） 平成

回

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.95人

ゼネラルマネージャー幹事会の開催回
数

2

 
 
⑥
成
果

2

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

みどりの審議会の開催 みどりの審議会の開催回数

ゼネラルマネージャー幹事
会の開催

　 項目名 項目説明

成果指標
「みどりの基本計画」に掲げ
る重点プロジェクトの施策の
実施数

28

25 27

「みどりの基本計画」に掲げる重点プロ
ジェクトの施策の実施数

・｢所沢市みどりの基本計画｣　は、緑地の保全及び緑化の推進に関する
　措置を総合的かつ計画的に実施するために、　市が策定するものであり、
　事業を継続していく必要があるため

みどり自然担当参事　関谷　佳和

目標達成状況 どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

⑦
改
善
点

％ 達成率 89

・道路緑化の目標値は、新規供用開始道路を対象としているが、該当する
　道路がなかったので、未達成となった。
・緑地協定等の地域緑化を新規に指定した地区の目標値は、該当する地区
　がなかったので、未達成となった。

96

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

継続

終了

1-1地球温暖化対策の推進

改善・
効率化

3-3生物多様性の保全

3-1みどりの保全と創出

次年度予算

理由

・中間報告書で施策の実施状況を検証した結果に基づき、今後の施策の実施、目標値の
　見直しについて検討する。
・目標値達成に関わる関係課に、県の補助事業を紹介・推奨することにより、事業推進
　を図る。
・平成３１年度からの新たな｢所沢市みどりの基本計画｣策定のための準備作業を行う。

・みどりの審議会において、みどりの基本計画に基づく施策や事業の進行
　管理を行うことにより、みどりの保全や創出に係る施策や事業の推進を
　図るため

現状
維持

縮小

⑨
環境
影響 緊急事態

資料の作成

評価日 H28.8.15 評価者職氏名

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

無

無

規制を受ける環境法令等

5-1景観・美観の保全と形成

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況 (2)今後の方向性

・「みどりの基本計画」に掲げる重点プロジェクトの施策目標値達成に向けて
　関係課と調整する。
・新たな｢所沢市みどりの基本計画｣策定のため、平成２９、３０年度で策定
　作業を行い、平成３１年度以降は、新しい計画の下で、施策を進める。

拡大 縮小

現状
維持

理由

開始年度　　　平成 21

・｢所沢市みどりの基本計画　中間報告書｣について、外部委託せず、職員が作成する
　ことにより、　経費節減できた。
・目標値達成に関わる関係課に、県の補助事業を紹介・推奨することにより、事業推進
　を図った。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください）

その
他

拡大


